様式第6号（第10条関係）

まちの底力応援補助金実績報告書

2020年4月1日事業終了後､１ヶ月以内
もしくは令和7年３月31日のどちらか早い方までに報告してください。



（あて先） 那 珂 川 市 長申請書と同じ印を使用してください。



住　所　那珂川市西隈1-1-1
[image: ]団体名　認知症高齢者の家族の会
代表者　田中　里子　　　　㊞

※代表者名等が申請時と変更になった場合には､事前にご報告ください。



        事業名：   認知症サポート環境整備事業　　　　　　　　　　      


上記事業について、2019年3月31日に事業が完了しましたので、関係書類を添えて報告します。


記


１．補助金交付決定額　　　　　    金　　100,000　　　　円（Ｅ）

２．補助金精算額　　　　　　　金　　100,000　　　　円（Ｄ）
※様式第8号の補助金精算額と同額

３．補助金返還額　　　　　　　金　　　　　0　　　円（Ｅ―Ｄ）

４．添付書類　　　　　事業実績書（様式第7号）
補助金交付事業決算・精算書（様式第8号）
添付資料（事業費支払明細表・配布資料・写真等）




Ｂ－①

様式第7号（第10条関係）

事　業　実　績　書（記載例）

	補助事業名
	認知症サポート環境整備事業


	団体名
	認知症高齢者の家族の会


	補助事業の
実施内容の
具体的報告
	申請書の事業計画書に記載した計画やスケジュールと比較した上で具体的な実施内容を記載すること

	
	①認知症サポーター養成講座
4/15　　 講師打ち合わせ（企画内容）
5/9～13　開催地域調整（会場予約、備品借用依頼）
5/25～　 広報・募集開始（市広報誌、HPに掲載、チラシ配布）
7/20　　 第1回開催　南畑地区（受講者：13名）
7/25　　 第2回開催　岩戸地区（受講者：20名）
8/5　　　第3回開催　安徳地区（受講者：21名）
9/10　　 第4回開催　片縄地区（受講者：18名）

②認知症カフェの開催
　5/25　　 企画会議（企画内容について議論）
　6/20　　 開催地域調整（会場予約、備品借用依頼）
　7/15　　 広報・募集開始（市広報誌、HP、養成講座での周知）
　10/16　　第1回認知症カフェ　安徳地区（参加者：40名）
　11/14　　第2回認知症カフェ　片縄地区（参加者：30名）
　12/8　　 振り返り会議（反省会、次年度に向けての議論）

③認知症サポーターと福祉専門機関との情報交換会の開催
　9/25　　企画会議（企画、専門家出席依頼、会場選定）
　10/10～ 広報・募集開始（市広報誌、HP、チラシ配布）
　10/16　 第1回認知症カフェにて告知
　11/14　 第2回認知症カフェにて告知
　2/10　　情報交換会開催（講義、WS、交流会）
　2/24　　振り返り会議（反省会、次年度に向けての議論）


	補助事業の成果
	当初設定目標（申請書の事業計画書に記載した「事業の目標及び成果指標」を記載）

	
	（状態目標）
　継続的に活動する認知症サポーターが増え、今後の継続的な活動につながることで、認知症高齢者を支える人的環境の増強を図る。申請書の記載事項を記入


	
	（数値目標）
現状値：継続的に活動する認知症サポーター　10名（令和6年3月）
目標値：継続的に活動する認知症サポーター　20名（令和7年3月）
毎年社会福祉協議会が確認している継続活動サポーター数を計測

	
	目標に向かって実施した結果

	
	①認知症サポーター養成講座
目標：認知症サポーター100名を養成　結果：72名

②認知症カフェの開催
目標：(1)参加者へのアンケート調査　満足度80％以上
(2)認知症サポーター養成講座受講者の参加　30％
結果：(1)「満足した」の回答率　第1回　36名
　　　　　　　　　　　　　　　第2回　27名
　　 (2)サポーター養成数の参加 第1回 14名
　　　　　　　　　　　　　　　 第2回　9名

③認知症サポーターと福祉専門機関との情報交換会の開催
目標：サポーターとして継続的な活動者の確保　　 10名
結果：次年度以降のサポーター活動意思を示した人　7名


	
	目標達成度とその要因

	
	①達成率72％
　チラシからの問い合わせが少なかったことから、チラシのデザイン等に伝わりづらい部分があったようで、受講者が少なかった要因の一つと思われる。

②達成率
(1)第1回：90％ 第2回：87％ (2)第1回：35％ 第2回：30％
(1)講座受講生は、実践の機会として学んだ内容を活かすことができ、認知症発症者やその家族にとっては、日々の悩み等を共有する場となったことが、アンケート結果の満足度に現われたものと思われる。
(2)講座にて知識だけでなく実際に関わりをもつことが正しい理解につながると伝えたことで、カフェ参加への意欲につながったと考えられる。また、身近に認知症の方がいる受講者もおり、カフェそのものに興味を持ったことも要因の一つである。

③達成率 70％　
　参加者より、自身の仕事や家庭の都合等によって、継続的な活動が難しいといった声があった。今後は、できる限り多くの受講者を集めることができるよう、講座日時の設定等に工夫が必要である。

※継続的に活動する認知症サポーター　17名（令和7年3月）

	補助事業実施で
見えた新たな地域
課題とその解決策
	今年度はカフェで2回の交流会を開催し、普段はなかなか相談できる場や人がいないとの意見が多数聞かれ、家族同士が交流できる場が少ないことが、新たな課題として浮かび上がった。
　今後の事業の中で、当事者たちが集える場の創出について検討していきたい。

	補助事業実施で
団体が成長した
部分とその要因
	団体内部において、カフェ当日の役割分担及びタイムスケジュールを明確にし、事前に共有しておいたことで、目立ったトラブルもなく運営できた。その結果、メンバーの自信につながったようで、今後も継続してイベントや講座等を行うことに、意欲を見せていた。


	補助事業実施で
見えた団体の
課題とその解決策
	　
数十人の講座受講者やカフェの参加者へのきめ細やかなサポートを提供したかったが、団体の構成員数が不足していた。今後は団体の組織力強化のため、正会員獲得を目標とし、地域の集まりや市主催のイベント等に積極的に参加し、活動のPRを強化したい。

	今後の事業展開
	補助事業で得た成果を基にして、団体の活動をどのように維持・発展させていくか

	
	
　今回の成果を基に、住民の認知症に対する理解を高め、将来的には、地域で認知症発症者を支えていくことができる体制構築を目指したい。それにあたって、まずは住民向け講習会の開催等について、具体的な検討を進めていきたい。


（注）宣伝チラシ及び当日の写真や配布資料など、事業結果についての参考資料を添付してください。
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